
『
宝
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生
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読
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―
―

「
片
活
三
本
」
と
「
第
二
種
七
巻
本
」
の
本
文
異
同
を
手
が
か
り
に
し
て―

―

大　

場　
　

朗

は 
じ 
め 
に

「
片
仮
名
古
活
字
三
巻
本
宝
物
集
」
と
「
第
二
種
七
巻
本
宝
物
集
（
吉
川
本
）」（
以
下
、「
片
活
三
本
」「
第
二
種
七
巻
本
」
と
略
す
）
を
比
較
し
て
み
る
と
、
本
文
の
分
量

と
い
う
点
で
は
大
き
な
違
い
を
み
せ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
作
品
全
体
の
枠
組
み
や
構
造
が
、
基
本
的
に
同
じ
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る（

（
（

。
こ
の
点
は
、
両
伝
本
を
考

察
す
る
際
に
基
本
的
に
踏
ま
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
要
な
こ
と
が
ら
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
文
の
細
部
を
み
て
い
く
と
、
多
数
の
本
文
異
同
が
あ
り
、

中
に
は
異
同
が
生
じ
た
経
緯
や
両
伝
本
の
先
後
関
係
を
示
唆
す
る
例
な
ど
も
あ
っ
て
、看
過
で
き
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
本
文
異
同
の
い
く
つ
か
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
拙
論
を
報
告
し
、
両
伝
本
の
関
係
に
つ
い
て
私
見
を
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
が（

（
（

、
小
考
は
こ
の
一
連
の
考
察
の
続
稿
と
も
な
る
。
両
伝
本
の
往
生
観
の
相
違
を
考
察
す

る
に
あ
た
っ
て
着
目
す
る
く
だ
り
は
、第
十
二
門
「
弥
陀
を
称
念
し
て
仏
道
を
成
べ
し
」
中
の
く
だ
り
と
な
る
。
具
体
的
に
は
そ
こ
に
引
用
さ
れ
た
『
西
方
要
決
釈
疑
通
規
』（
以

下
『
西
方
要
決
』
と
略
す
）
の
一
節
「
末
法
万
年　

余
経
悉
滅　

弥
陀
一
教　

利
物
遍
増
」
の
前
後
を
め
ぐ
る
本
文
異
同
と
な
る
。
こ
の
箇
所
の
本
文
異
同
に
は
、当
時
の
「
末

法
観
」
や
「
往
生
観
」
の
相
違
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
そ
こ
で
小
考
で
は
、
は
じ
め
に
両
者
の
本
文
異
同
に
考
察
を
加
え
、「
片
活
三
本
」
と
「
第
二
種
七
巻
本
」

の
「
往
生
観
」
の
相
違
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。
次
に
そ
の
相
違
が
生
じ
た
経
緯
や
事
由
に
つ
い
て
私
見
を
述
べ
、
さ
ら
に
は
こ
の
考
察
で
得
た
結
論
に
基
づ
き
な
が
ら
、

両
伝
本
成
立
の
先
後
関
係
に
つ
い
て
言
及
し
て
み
た
い
。

一　

第
十
二
門
「
弥
陀
を
称
念
し
て
仏
道
を
成
べ
し
」
の
本
文
異
同

第
十
二
門
「
弥
陀
を
称
念
し
て
仏
道
を
成
べ
し
」
の
段
に
は
、当
時
の
「
末
法
観
」
や
「
浄
土
思
想
」
を
反
映
し
た
重
要
な
く
だ
り
が
散
見
さ
れ
る
が
、慈
恩
大
師
窺
基
の
『
西

方
要
決
』
の
一
節
「
末
法
万
年　

余
経
悉
滅　

弥
陀
一
教　

利
物
遍
増
」
の
引
用
も
そ
の
一
つ
と
い
え
よ
う
。
そ
の
一
節
を
含
む
く
だ
り
を
両
伝
本
か
ら
小
考
に
必
要
な
範
囲

で
記
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。〈

片
活
三
本
〉

　

極
楽
ニ
往
生
シ
タ
ル
人
、
天
竺
・
震
旦
ニ
不
限
、
其
数

〈 

第
二
種
七
巻
本
〉

　

諸
教
所
讃
多
在
弥
陀
と
い
へ
り
。
こ
と
あ
た
ら
し
く
経
論
を

一



『
宝
物
集
』
往
生
観
の
変
容
を
読
む

ヲ
申
ベ
シ
。
先
、
我
朝
ノ
人
数
ヲ
申
ベ
キ
也
。

　

聖
徳
太
子　

行
基
菩
薩　

空
也
聖
人　

千
観
阿
闍
梨

僧
明
請　

僧
真
頼　

慈
覚
大
師　

隆
海
律
師　

延
暦
寺
座

主
増
命　

東
大
寺
戒
壇
律
師　

元
興
寺
智
光
并
ニ
頼
光

先
一
条
院　

三
河
入
道
寂
照　

内
記
入
道
保
胤　

梵
釈
寺

兼
算　

延
暦
寺
成
意　

源
信
僧
都　

勝
尾
寺
勝
如
聖
人

以
南
野
ノ
沙
弥
静
信　

永
観
律
師　

播
磨
賀
古
郡
増
祐

聖
空
聖
人　

義
孝
少
将　

敦
忠
中
納
言
子
兵
衛
佐　

信
濃

高
井
郡
沙
弥
薬
連　

大
僧
都
寛
忠
姉
尼　

伊
勢
国
飯
高
郡

尼　

近
江
国
彦
真
之
妻　

右
大
弁
佐
世
之
思
人
。

　

都
テ
是
数
難
申
尽
。
細
ニ
注
ニ
不
及
。
片
端
計
ヲ
申
也
。

是
ハ
本
ヨ
リ
道
心
有
テ
念
仏
ノ
劫
ツ
ミ
タ
ル
人
ゝ
也
。
又
、

神
崎
ノ
遊
女
ナ
リ
ケ
ル
ト
ネ
グ
ロ
ト
云
ケ
ル
モ
ノ
ハ
、
男

ニ
具
シ
テ
西
国
ヘ
下
リ
ケ
ル
ニ
、
海
賊
ニ
切
レ
テ
死
ナ
ン

ト
シ
ケ
ル
時
、
西
方
ニ
向
テ
、

我
等
イ
カ
ニ
シ
テ
老
ヌ
ラ
ン
、
思
ヘ
バ
イ
ト
コ
ソ
哀

レ
ナ
レ　

今
ハ
西
方
極
楽
ノ
弥
陀
ノ
誓
ヲ
タ
ノ
ム
ベ

シ

ト
ナ
ン
是
ヲ
ウ
タ
イ
テ
往
生
シ
タ
リ
ト
申
也
。

　

又
、
讃
岐
ノ
国
多
土
ノ
郡
ニ
、
源
大
夫
ト
云
武
者
有
キ
。

俄
ニ
聖
ノ
ヲ
シ
ヘ
ニ
随
テ
、
極
楽
ト
云
所
有
ル
也
ト
思
テ
、

西
ニ
向
テ
行
、
海
ノ
ハ
タ
ニ
テ
死
ニ
ケ
ル
ニ
、
口
ヨ
リ
青

蓮
華
ヲ
ヒ
出
タ
リ
ケ
リ
。
弥
陀
ヲ
唱
ヘ
、
念
ズ
ル
者
ノ
ハ
、

必
極
楽
ニ
往
生
ス
ル
也
。

　

仏
ケ
相
人
ノ
譬
ヲ
取
テ
云
ク
、「
弥
陀
ヲ
称
念
ス
ル
者

ハ
、
決
定
往
生
ノ
相
ア
ル
人
」
ト
言
。
具
平
親
王
ノ
弥
陀

ヲ
讃
給
ヒ
タ
ル
文
云
、

あ
ぐ
べ
き
に
あ
ら
ず
。
末
法
万
年
、
な
を
し
弥
陀
の
一
教
を
た

の
む
べ
し
。
い
は
ん
や
仏
法
流
布
の
時
に
を
き
て
を
や
。
末
法

万
年
に
を
き
て
、
弥
陀
の
一
教
を
た
の
む
べ
し
と
い
ふ
事
、
た

と
へ
を
も
て
を
し
へ
給
へ
る
事
侍
り
。

　

大
国
に
国
王
あ
り
。
国
ゆ
た
か
に
民
ち
か
ら
有
。
七
宝
に
と

も
し
か
ら
ず
。
一
人
の
皇
子
有
、
儲
の
君
と
し
て
有
。
皇
子
愚

に
し
て
、
国
を
た
も
つ
べ
き
器
に
あ
ら
ず
。
父
の
大
王
、
こ
の

事
を
さ
と
り
か
ゞ
み
て
、
数
千
の
金
を
泥
の
中
に
埋
み
て
、
皇

子
に
を
し
へ
て
云
、「
汝
、
世
の
す
ゑ
に
、
世
中
み
だ
れ
て
、

宝
尽
き
た
ら
ん
時
、
こ
の
金
を
も
て
身
命
を
た
す
く
べ
し
」
と

を
し
へ
て
程
な
く
う
せ
ぬ
。
王
子
、
国
を
う
け
と
り
て
を
こ
な

ふ
時
、
政
み
だ
れ
て
、
国
し
づ
か
な
ら
ず
成
ぬ
。
異
国
の
王
、

此
事
を
き
ゝ
て
、
数
万
の
つ
は
も
の
を
お
こ
し
て
来
て
、
硨
磲

・
碼
碯
・
真
珠
・
瑠
璃
等
の
宝
を
、
一
塵
の
（
こ
す
）
こ
と
な
く

は
こ
び
と
り
て
か
へ
り
ぬ
。
そ
の
時
、
愚
な
る
国
王
、
父
の
を

し
へ
し
泥
の
中
の
金
を
と
り
出
て
、
身
命
を
た
す
く
る（
な
り
）。

　

釈
尊
の
父
、
愚
な
る
我
等
太
子
〔
ガ
為
ニ
〕
末
法
万
年
を
か

ゞ
み
て
、
弥
陀
一
教
の
金
を
泥
の
中
に
う
づ
み
置
け
る
也
。
釈

尊
の
父
か
く
れ
給
ひ
て
の
ち
、
魔
王
の
異
国
の
つ
は
も
の
来
り

て
、
般
若
、
花
巌
の
硨
磲
・
碼
碯
の
宝
、
法
花
、
涅
槃
の
真
珠
・

瑠
璃
の
た
く
は
へ
、
一
つ
残
す
事
な
く
は
こ
び
と
り
て
帰
り

な
ん
の
ち
、
弥
陀
一
教
の
金
、
泥
の
中
に
し
て
朽
つ
る
事
な
か

ら
ん
が
ご
と
し
。
こ
ゝ
を
も
て
、

末
法
万
年　

余
経
悉
滅　

弥
陀
一
教　

利
物
遍
増

と
は
申
た
る
也
。

　

さ
れ
ば
、
善
導
和
尚
は
、「
雑
修
は
、
百
が
中
に
一
つ
二
つ

往
生
す
る
事
を
得
、
専
修
は
、
百
に
百
な
が
ら
往
生
す
る
事
を

二



『
宝
物
集
』
往
生
観
の
変
容
を
読
む

　
　

雖
十
悪
猶
引
摂　
　

甚
於
疾
風
之
披
雲
霧

　
　

雖
一
念
兮
必
感
応　

喩
之
巨
海
納
涓
露

　

西
方
要
決
ノ
文
也
ト
コ
ソ
侍
レ
。
殊
ニ
慈
恩
大
師
、

　
　

末
法
万
年　

余
経
悉
滅

　
　

弥
陀
一
教　

利
物
偏
増

ト
イ
ヘ
リ
。
我
等
、
未
ダ
受
余
経
悉
滅
後
生
、
不
致
往
生

極
楽
ノ
望
ヲ
、
有
便
物
也
。
南
無
西
方
極
楽
化
主
弥
陀
善

逝
、
命
終
決
定
往
生
極
楽
ト
申
給
ベ
キ
也
。

　

一
生
限
リ
ア
リ
。
終
ニ
今
生
ノ
縁
尽
テ
眼
ヲ
閉
ン
時
、

弥
陀
如
来
、
遙
ニ
来
迎
シ
給
ハ
ン
事
ヲ
思
遣
給
ベ
シ
。

　

万
徳
荘
厳
ノ
教
主
、
西
方
ニ
顕
テ
、
漸
ク
近
ク
九
品
蓮

台
ノ
聖
衆
ト
供
ニ
、
紫
雲
ニ
乗
テ
斜
ニ
ク
ダ
ル
。
光
明
赫

奕
ト
シ
テ
十
方
世
界
ヲ
照
シ
、
異
香
芬
郁
ト
シ
テ
草
木
皆

栴
檀
也
。　

　

妓
楽
歌
詠
ノ
声
、
耳
ニ
ミ
チ
テ
歓
喜
ノ
泪
ダ
不
止
。
紫

磨
黄
金
ノ
御
手
ヲ
ノ
ベ
テ
、
我
等
ガ
頂
ヲ
ナ
デ
、「
善
哉

々
々
」
ト
讃
給
フ
。

　

観
音
、
金
蓮
台
ヲ
傾
ケ
給
ヒ
ケ
レ
バ
、
勢
至
菩
薩
ハ
御

手
ヲ
授
テ
引
接
ヲ
タ
レ
給
フ
。
既
ニ
弥
陀
如
来
ノ
ウ
シ
ロ
、

聖
衆
ノ
中
ニ
連
レ
リ
。
仏
ニ
不
可
思
議
ノ
力
、
御
座
セ
リ
。

　

一
ノ
証
ヲ
可
出
。
須
弥
山
ヲ
芥
子
ノ
中
ニ
入
給
ヘ
ド
モ
、

菩
提
樹
の
華
、
一
モ
落
ル
事
ナ
ク
、
大
海
ヲ
一
毛
ニ
ツ
ゝ

ミ
給
ヘ
ド
モ
、
摩
竭
魚
ノ
鱗
、
一
ツ
モ
散
ル
コ
ト
ナ
シ
。

　

如
此
ノ
以
神
通
方
便
ヲ
、
十
万
億
ノ
仏
土
ヲ
過
テ
、
一

時
片
時
ノ
内
ニ
、
安
養
浄
土
ニ
至
リ
ヌ
。

得
」
と
は
を
し
へ
給
へ
る
也
。
専
修
と
は
、
弥
陀
の
行
を
申
た

る
也
。「
自
余
の
修
行
は
、
雖
二
名
是
善
一
、
比
二
念
仏
者
一
、
全

非
二
比
校
一
也
」こ
の
文
の
心
は
、自
余
の
も
ろ
〳
〵
の
行
は
、名

は
善
也
と
い
へ
ど
も
、
念
仏
の
物
に
く
ら
ぶ
れ
ば
、
ひ
と
し
か

ら
ず
と
也
。

　

こ
の
念
仏
の
功
徳
、
た
と
へ
を
も
て
申
侍
る
べ
し
。
是
ま
で

は
事
も
を
ろ
か
に
侍
り
。

　

教
主
釈
尊
、
正
覚
成
た
ま
ひ
て
、
お
ほ
く
の
法
と
き
に
お
は

し
ま
し
て
け
る
に
、
浄
飯
大
王
御
父
な
れ
ば
、
よ
ろ
づ
の
事
、

心
に
ま
か
せ
て
た
づ
ね
申
た
ま
ひ
け
る
中
に
、「
い
づ
れ
の
行

を
修
行
し
て
、
い
づ
れ
の
浄
土
を
ね
が
ひ
侍
る
べ
き
」
と
申
た

ま
ひ
け
れ
ば
、「
弥
陀
の
名
号
を
と
な
へ
て
、
極
楽
を
ね
が
ひ

給
へ
」
と
申
給
ひ
け
れ
ば
、
浄
飯
大
王
、
釈
尊
を
う
ら
み
申
給

ふ
は
、「
親
な
が
ら
も
、
我
う
つ
は
物
を
み
て
、
あ
ざ
け
り
給

ふ
か
」
と
申
た
ま
ひ
け
れ
ば
、
教
主
釈
尊
、
お
そ
れ
か
し
こ
ま

り
て
、
陳
じ
申
給
ふ
事
侍
り
け
る
。「
た
と
へ
ば
、
伊
蘭
と
云

樹
あ
り
。
そ
の
香
く
さ
く
し
て
、
一
枝
一
葉
を
か
ぐ
に
、
ゑ
ひ

ふ
し
て
死
門
に
入
。
そ
の
伊
蘭
、
四
十
里
の
間
に
お
ひ
し
げ
ら

ん
中
に
、
栴
檀
と
云
樹
そ
の
中
に
お
ひ
出
て
、
い
ま
だ
二
葉
に

を
よ
ば
ず
し
て
、
芦
の
角
葉
に
な
ら
ん
が
、
香
か
う
ば
し
く
し

て
、
四
十
里
の
伊
蘭
の
毒
気
を
け
し
う
し
な
ふ
。
念
仏
も
又
か

く
の
ご
と
し
。
生
〻
世
〻
の
罪
業
は
、
つ
も
り
て
四
十
里
の
伊

蘭
の
や
う
に
し
げ
れ
ど
も
わ
づ
か
な
る
念
仏
の
栴
檀
の
力
に
よ

り
て
、
往
生
の
宿
願
を
と
げ
侍
る
也
」
と
ぞ
申
給
ひ
け
る
。
教

主
釈
尊
、
無
虚
妄
の
こ
と
ば
を
も
て
、
父
の
大
王
を
す
か
し
申

給
ふ
事
あ
ら
ん
や
。

三



『
宝
物
集
』
往
生
観
の
変
容
を
読
む

上
段
が
「
片
活
三
本（

（
（

」
で
下
段
が
「
第
二
種
七
巻
本（

（
（

」
で
あ
る
。
両
者
を
併
読
す
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、
両
伝
本
は
文
中
の
傍
線
部
分
（「
末
法
万
年　

余
経
悉
滅　

弥

陀
一
教　

利
物
遍
増
」）
を
除
い
て
全
く
重
な
ら
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
、
ま
ず
認
め
ら
れ
よ
う
。
さ
ら
に
看
過
で
き
な
い
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
、「
片
活
三
本
」
の

波
線
部
分
を
除
く
全
文
が
、
細
部
に
こ
だ
わ
ら
な
け
れ
ば
「
第
二
種
七
巻
本
」
の
同
段
内
に
ほ
ぼ
散
在
す
る（

（
（

。（
た
だ
し
、
叙
述
の
順
序
は
一
部
異
な
る
）
の
に
対
し
て
、「
第

二
種
七
巻
本
」
の
全
文
（
傍
線
部
分
の
「
末
法
万
年　

余
経
悉
滅　

弥
陀
一
教　

利
物
遍
増
」
は
除
く
）
が
、「
片
活
三
本
」
に
全
く
存
在
し
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
以
上

の
こ
と
が
ら
を
踏
ま
え
て
考
察
を
す
す
め
て
い
く
と
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
両
伝
本
の
そ
れ
ぞ
れ
は
、
異
な
る
文
脈
の
中
で
異
な
る
論

旨
を
叙
述
す
る
た
め
に
『
西
方
要
決
』
の
「
末
法
万
年　

余
経
悉
滅　

弥
陀
一
教　

利
物
遍
増
」
の
一
節
を
引
用
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
予
想
で
あ
る
。
今
さ
し

あ
た
っ
て
引
用
文
中
傍
線
部
分
の
前
後
の
く
だ
り
を
一
読
す
る
だ
け
で
も
、
そ
の
相
違
の
一
部
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
（
さ
ら
に
、
註
の
末
尾
に
付
し
た
「
第

十
二
門
構
成
対
照
表
」
を
通
観
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
一
層
明
確
に
な
ろ
う
）。

さ
て
、
こ
う
し
た
異
同
が
な
ぜ
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
こ
の
『
西
方
要
決
』「
末
法
万
年　

余
経
悉
滅　

弥
陀
一
教　

利
物
遍
増
」
の
一
節
を
含
む
前
後
の
異
同
に

考
察
を
加
え
る
こ
と
と
な
る
が
、
そ
の
前
に
こ
の
「
末
法
万
年　

余
経
悉
滅　

弥
陀
一
教　

利
物
遍
増
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

二　
「
末
法
万
年　

余
経
悉
滅　

弥
陀
一
教　

利
物
遍
増
」
の
解
釈

こ
の
一
節
は
、
中
世
の
初
期
に
流
行
し
た
よ
う
で
、
諸
書
に
確
認
で
き
る
も
の
と
な
っ
て
い
る（

（
（

。
出
典
は
慈
恩
の
『
西
方
要
決
』
第
十
一
会
の
第
五
段
疑
で
、
そ
の
末
尾
に
、

次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

大
無
量
壽
經
云
。
經
道
滅
盡
。
佛
以
慈
悲
哀
愍
。
特
留
此
經
。
止
住
百
年
。
爾
時
衆
生
聞
名
生
信
。
皆
生
彼
國
。
義
云
。
如
來
説
教
。
潤
益
有
時
。
末
法
萬
年
。
餘
經
悉
滅
。

彌
陀
一
教
。
利
物
偏
増
。
大
聖
特
留
百
歳
。
時
經
末
法
。
滿
一
萬
年
。
一
切
諸
經
。
並
從
滅
没
。
釋
迦
恩
重
。
留
教
百
年
。
爾
時
修
因
。
上
生
妙
土
。
何
爲
預
判
。
不
令

願
生
。
詳
此
經
文
。
足
除
憂
悔
。
勿
懷
管
見
。
不
達
通
經
也（

（
（

。

傍
線
部
分
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
、『
大
無
量
寿
経
』
の
一
節
に
対
す
る
慈
恩
の
見
解
の
中
の
句
と
な
っ
て
い
る
。
本
朝
で
は
、
源
信
が
こ
の
く
だ
り
に
注
目
し
、

仏
の
誡
、
慇
懃
な
り
。
た
だ
仰
ぎ
信
ず
べ
し
。
い
は
ん
や
ま
た
機
縁
な
き
に
あ
ら
ず
、
な
ん
ぞ
強
ひ
て
こ
れ
を
拒
ま
ん
や
。
天
台
の
十
疑
に
云
ふ
が
如
し
。

阿
弥
陀
仏
は
、別
に
大
悲
の
四
十
八
願
あ
り
て
、衆
生
を
接
引
し
た
ま
ふ
。ま
た
か
の
仏
の
光
明
は
、遍
く
法
界
の
念
仏
の
衆
生
を
照
し
て
、摂
取
し
て
捨
て
た
ま
は
ず
。

十
方
の
、
お
の
お
の
恒
河
沙
の
諸
仏
、
舌
を
舒
べ
て
三
千
界
を
覆
ひ
、
一
切
衆
生
の
、
阿
弥
陀
仏
を
念
じ
、
仏
の
大
悲
の
本
願
力
に
乗
じ
て
、
決
定
し
て
極
楽
世
界

に
生
る
る
こ
と
を
得
る
を
証
誠
し
た
ま
ふ
。
ま
た
無
量
寿
経
に
云
く
、「
末
後
法
滅
の
時
に
、
特
り
こ
の
経
を
留
め
て
、
百
年
、
世
に
あ
ら
し
め
、
衆
生
を
接
引
し
て
、

か
の
国
土
に
生
れ
し
め
ん
」
と
。
故
に
知
る
、
阿
弥
陀
と
、
こ
の
世
界
の
極
悪
の
衆
生
と
は
、
偏
に
因
縁
あ
り
と
い
ふ
こ
と
を
。

と
。〈
已
上
〉
慈
恩
の
云
く
、

末
法
万
年
に
は
、
余
経
は
悉
く
滅
し
、
弥
陀
の
一
教
の
み
、
物
を
利
す
る
こ
と
偏
に
増
さ
ん
。
大
聖
特
り
留
め
た
ま
ふ
こ
と
百
歳
。
時
、
末
法
を
経
る
こ
と
一
万
年

に
満
た
ば
、
一
切
の
諸
経
は
並
従
ひ
て
滅
没
せ
ん
。
釈
迦
の
恩
重
く
し
て
、
教
を
留
め
た
ま
ふ
こ
と
百
年
な
り
、
と
。〈
已
上（

（
（

〉

四



『
宝
物
集
』
往
生
観
の
変
容
を
読
む

と
『
往
生
要
集
』
に
引
用
し
て
い
る
。『
宝
物
集
』
の
引
用
は
、『
西
方
要
決
』
か
ら
直
接
引
い
た
も
の
で
は
な
く
、『
往
生
要
集
』
経
由
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
、

『
宝
物
集
』
の
前
後
の
文
脈
が
、『
往
生
要
集
』
の
そ
れ
と
酷
似
す
る
か
ら
で
あ
る（

（
（

。

さ
て
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
石
田
瑞
麿
氏
は
、
先
述
引
用
の
「
慈
恩
の
云
く
」
以
下
を
次
の
よ
う
に
訳
さ
れ
て
い
る
。

（
ま
た
）
慈
恩
（
大
師
）
は

末
法
一
万
年
（
の
後
）
に
は
、
ほ
か
の
経
典
は
こ
と
ご
と
く
な
く
な
り
、
阿
弥
陀
仏
の
教
え
た
だ
一
つ
が
ひ
と
え
に
世
の
ひ
と
び
と
を
救
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
仏
は
と
く

に
（
こ
の
『
無
量
寿
経
』
を
）
百
年
だ
け
（
こ
の
世
に
）
留
め
ら
れ
て
い
る
。
末
法
の
時
が
う
つ
っ
て
一
万
年
が
満
ち
た
と
き
に
は
、
一
切
の
経
典
は
と
も
に
、
そ
れ
に

つ
れ
て
失
わ
れ
、
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
釈
尊
は
と
く
に
め
ぐ
み
を
垂
れ
て
、（
こ
の
）
教
え
を
百
年
だ
け
（
こ
の
世
に
）
留
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

と
い
っ
て
い
る（

（（
（

。

こ
の
石
田
氏
の
解
釈
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
私
に
こ
の
一
節
の
解
釈
を
敷
衍
す
る
と
、「
末
法
に
入
っ
て
一
万
年
が
経
過
す
る
と
、
他
の
経
典
は
こ
と
ご
と
く
な
く
な
り
、『
無

量
寿
経
』
た
だ
一
つ
が
百
年
の
間
だ
け
残
り
、
一
段
と
そ
の
救
済
力
（
経
力
）
を
増
し
て
い
く
だ
ろ
う
」
と
な
る
。
さ
て
こ
こ
で
、
以
後
の
考
察
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
留
意

し
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
点
が
あ
る
。
ま
ず
そ
の
第
一
点
は
「
末
法
に
入
る
と
、
余
経
の
経
力
（
救
済
力
）
は
漸
次
衰
滅
し
て
い
く
が
、
一
万
年
の
間
は
存
在
す
る
」
と

い
う
点
で
あ
る
。
第
二
点
は
「
衰
滅
す
る
余
経
と
は
反
対
に
弥
陀
の
一
教
（『
無
量
寿
経
』）
は
そ
の
救
済
力
を
増
し
て
い
く
」
と
い
う
点
で
、
さ
ら
に
、
第
三
点
は
「
弥
陀
の

一
教
（『
無
量
寿
経
』）
を
除
く
余
経
と
は
『
華
厳
経
』『
般
若
経
』『
法
華
経
』『
涅
槃
経
』
な
ど
の
主
要
経
典
と
な
る
」
で
あ
る
。
以
上
の
三
点
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
次

に
こ
の
一
節
を
含
む
『
宝
物
集
』
二
伝
本
の
文
脈
に
注
目
し
て
み
た
い
。

三　
『
宝
物
集
』
二
伝
本
の
文
脈
の
相
違

前
章
で
ま
と
め
た
三
点
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
次
に
こ
の
「
末
法
万
年　

余
経
悉
滅　

弥
陀
一
教　

利
物
遍
増
」
の
一
節
を
含
む
『
宝
物
集
』
の
二
伝
本
の
文
脈
の
相
違
を
考

察
し
、
そ
こ
か
ら
明
ら
か
に
な
る
事
実
に
注
目
し
て
私
見
を
述
べ
て
み
た
い
。

す
で
に
両
伝
本
の
本
文
は
引
用
し
て
い
る
が
、
比
較
の
都
合
上
、
必
要
と
な
る
く
だ
り
を
再
度
引
用
し
て
、
問
題
の
所
在
を
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
。

〈
片
活
三
本
〉

仏
ケ
相
人
ノ
譬
ヲ
取
テ
云
ク
、「
弥
陀
ヲ
称
念
ス
ル
者

ハ
、
決
定
往
生
ノ
相
ア
ル
人
」
ト
言
。
具
平
親
王
ノ
弥
陀

ヲ
讃
給
ヒ
タ
ル
文
云
、

　
　

雖
十
悪
猶
引
摂　
　

甚
於
疾
風
之
披
雲
霧

　
　

雖
一
念
兮
必
感
応　

喩
之
巨
海
納
涓
露

〈 

第
二
種
七
巻
本
〉

　

釈
尊
の
父
、
愚
な
る
我
等
太
子
〔
ガ
為
ニ
〕
末
法
万
年
を
か

ゞ
み
て
、
弥
陀
一
教
の
金
を
泥
の
中
に
う
づ
み
置
け
る
也
。
釈

尊
の
父
か
く
れ
給
ひ
て
の
ち
、
魔
王
の
異
国
の
つ
は
も
の
来
り

て
、
般
若
、
花
巌
の
硨
磲
・
碼
碯
の
宝
、
法
花
、
涅
槃
の
真
珠

・
瑠
璃
の
た
く
は
へ
、
一
つ
残
す
事
な
く
は
こ
び
と
り
て
帰
り

五



『
宝
物
集
』
往
生
観
の
変
容
を
読
む

は
じ
め
に
「
片
活
三
本
」
の
文
脈
を
た
ど
っ
て
み
た
い
。
同
本
は
ま
ず
冒
頭
で 

「
弥
陀
を
称
念
す
る
者
の
決
定
往
生
」
を
仏
の
言
葉
と
し
て
紹
介
、
次
に
具
平
親
王
の
『
西

方
極
楽
讃
』
か
ら
「
弥
陀
の
十
悪
引
摂
」
と
「
弥
陀
の
一
念
感
応
」
の
一
節
を
引
用
し
、
弥
陀
を
念
じ
て
の
決
定
往
生
を
力
説
し
て
い
る
。
そ
し
て
、『
西
方
要
決
』
を
引
用

し
て
「
弥
陀
称
念
に
よ
る
決
定
往
生
」
を
補
強
し
強
調
し
て
い
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
文
脈
は
、
現
世
の
「
我
等
」
の
状
況
に
目
を
転
じ
、「
末
法
と
雖
も
我
等
は

余
経
悉
滅
の
後
に
生
を
受
け
た
わ
け
で
は
な
く
、
余
経
の
経
力
が
現
存
す
る
時
に
生
き
て
い
る
」
と
記
し
て
、「
だ
か
ら
、
こ
と
さ
ら
往
生
を
望
ま
な
く
と
も
、
弥
陀
を
念
ず

れ
ば
自
然
と
往
生
で
き
る
」
と
論
じ
た
文
脈
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
方
「
第
二
種
七
巻
本
」
は
、「
末
法
万
年
後
に
余
経
悉
滅
の
状
況
と
な
る
衆
生
を
釈
迦
が
憂
慮
さ

れ
て
、
弥
陀
の
一
教
を
残
さ
れ
た
」
と
す
る
説
話
を
紹
介
し
、
次
に
『
西
方
要
決
』
の
一
節
を
引
用
す
る
こ
と
で
「
末
法
万
年
後
の
弥
陀
の
一
教
」
を
漸
層
的
に
強
調
し
て
い

る
。
そ
の
後
の
文
脈
は
そ
れ
を
受
け
て
、善
導
の
『
往
生
礼
讃
偈
』
と
『
観
無
量
寿
仏
経
疏
』
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
要
文
を
引
用
し
、弥
陀
の
行
（
念
仏
）
に
よ
る
「
百
即
百
生
（
例

外
な
く
往
生
す
る
）」
と
「
全
非
比
校
（
他
の
行
は
念
仏
に
全
く
及
ば
な
い
）」
を
強
調
し
て
い
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

さ
て
、
以
上
が
両
伝
本
の
文
脈
と
な
っ
て
い
る
が
、
両
者
を
比
較
す
る
と
次
の
よ
う
な
相
違
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
慈
恩
の
『
西

方
要
決
』
の
一
節
を
中
心
に
前
後
の
文
脈
を
み
て
い
く
と
、「
第
二
種
七
巻
本
」
は
『
西
方
要
決
』
の
一
節
を
は
さ
ん
で
文
脈
が
、「
末
法
万
年
後
の
弥
陀
の
一
教
」
か
ら
「
末

法
時
の
弥
陀
一
教
」
の
強
調
へ
と
段
階
的
に
順
接
し
て
い
く
の
に
対
し
て
、「
片
活
三
本
」
の
方
は
「
末
法
万
年
後
の
弥
陀
の
一
教
」
の
力
説
か
ら
「
現
世
の
我
等
の
状
況
」

に
逆
接
的
に
文
脈
が
連
接
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
つ
ま
り
、「
片
活
三
本
」
は
「
末
法
万
年　

余
経
悉
滅　

弥
陀
一
教　

利
物
遍
増
」
と
有
名
な
『
西
方
要

決
』
の
要
文
を
引
用
し
て
、「
末
法
一
万
年
の
後
は
、
余
経
は
悉
滅
す
る
が
、
弥
陀
の
一
教
の
み
が
百
年
間
だ
け
一
段
と
そ
の
救
済
力
（
経
力
）
を
増
し
て
い
く
だ
ろ
う
」
と

「
末
法
万
年
後
の
弥
陀
の
一
教
」
を
力
説
す
る
の
で
あ
る
が
、
後
の
文
脈
は
「
我
等
、
未
ダ
受
余
経
悉
滅
後
生
、
不
致
往
生
極
楽
ノ
望
ヲ
、
有
便
物
也
。」
と
続
き
、
逆
接
的
な

文
脈
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、「
第
一
種
七
巻
本
」（
大
正
大
学
図
書
館
蔵
『
宝
物
集
』）
に
付
さ
れ
た
「
返
り
点
」「
送
り
が
な
」「
ル
ビ
」
な
ど
を
参
考
ま
で

　

西
方
要
決
ノ
文
也
ト
コ
ソ
侍
レ
。
殊
ニ
慈
恩
大
師
、

　
　

末
法
万
年　

余
経
悉
滅

　
　

弥
陀
一
教　

利
物
偏
増

ト
イ
ヘ
リ
。
我
等
、
未
ダ
受
余
経
悉
滅
後
生
、
不
致
往
生

極
楽
ノ
望
ヲ
、
有
便
物
也
。
南
無
西
方
極
楽
化
主
弥
陀
善

逝
、
命
終
決
定
往
生
極
楽
ト
申
給
ベ
キ
也
。

　

一
生
限
リ
ア
リ
。
終
ニ
今
生
ノ
縁
尽
テ
眼
ヲ
閉
ン
時
、

弥
陀
如
来
、
遙
ニ
来
迎
シ
給
ハ
ン
事
ヲ
思
遣
給
ベ
シ
。

な
ん
の
ち
、
弥
陀
一
教
の
金
、
泥
の
中
に
し
て
朽
つ
る
事
な
か

ら
ん
が
ご
と
し
。
こ
ゝ
を
も
て
、

末
法
万
年　

余
経
悉
滅　

弥
陀
一
教　

利
物
遍
増

と
は
申
た
る
也
。

　

さ
れ
ば
、
善
導
和
尚
は
、「
雑
修
は
、
百
が
中
に
一
つ
二
つ

往
生
す
る
事
を
得
、
専
修
は
、
百
に
百
な
が
ら
往
生
す
る
事
を

得
」
と
は
を
し
へ
給
へ
る
也
。
専
修
と
は
、
弥
陀
の
行
を
申
た

る
也
。「
自
余
の
修
行
は
、
雖
二
名
是
善
一
、
比
二
念
仏
者
一
、
全
非

二

比
校
一

也
」
こ
の
文
の
心
は
、
自
余
の
も
ろ
く
の
行
は
、
名
は

善
也
と
い
へ
ど
も
、
念
仏
の
物
に
く
ら
ぶ
れ
ば
、
ひ
と
し
か
ら
ず

と
也
。
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『
宝
物
集
』
往
生
観
の
変
容
を
読
む

に
紹
介
す
る
と
、

我ワ
レ

等ラ

未イ
マ
タレ

受ウ
ケ

二

餘ヨ

經キ
ヤ
ウ

悉シ
ツ

滅メ
ツ
ノ

後ノ
チ
ノ

生シ
ヤ
ウ
ヲ

一　

不
サ
レ
ト
モレ

致
イ
タ
サ

二

往ワ
ウ

生
シ
ヤ
ウ

極コ
ク

樂ラ
ク

之ノ

望ノ
ソ
ミ
ヲ

一　

有ア
ル

レ

便
タ
ヨ
リ

者モ
ノ

也ナ
リ

。（
（（
（

と
な
り
、
そ
れ
ら
に
従
っ
て
書
き
下
す
と
、「
我
等
未
ダ
餘
經
悉
滅
ノ
後
ノ
生
ヲ
受
ケ
ズ
。
往
生
極
楽
ノ
望
ヲ
致
サ
ザ
レ
ド
モ
便
有
ル
者
ナ
リ
。」
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、「
末

法
一
万
年
の
後
は
、
余
経
は
悉
滅
し
て
弥
陀
の
一
教
の
み
が
百
年
間
だ
け
一
段
と
そ
の
救
済
力
（
経
力
）
を
増
し
て
い
く
と
さ
れ
て
い
る
が
、
し
か
し
、
今
こ
の
世
を
生
き
る

我
々
は
、
末
法
万
年
後
の
余
経
悉
滅
の
時
代
に
生
を
受
け
た
わ
け
で
は
な
い
。
だ
か
ら
、『
無
量
寿
経
』
は
言
う
ま
で
も
な
く
、『
法
華
経
』
や
『
華
厳
経
』
を
は
じ
め
と
す
る

余
経
も
残
っ
て
い
る
の
で
、
こ
と
さ
ら
往
生
を
望
ま
な
く
と
も
、
そ
れ
ら
の
経
典
を
信
奉
し
な
が
ら
弥
陀
を
念
ず
れ
ば
自
然
と
往
生
で
き
る
」
と
の
文
脈
に
な
り
、
逆
接
し
て

い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
よ
う
。
さ
ら
に
こ
こ
で
注
意
が
必
要
と
な
る
。
そ
れ
は
「
余
経
」
に
対
す
る
考
え
方
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
余
経
は
、
先
述
し
た
ご
と
く
、
弥
陀
の
一

教
（『
無
量
寿
経
』）
を
除
く
釈
迦
一
代
の
聖
教
、
す
な
わ
ち
『
華
厳
経
』『
般
若
経
』『
法
華
経
』『
涅
槃
経
』
な
ど
の
主
要
な
経
典
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、「
片
活
三

本
」
は
こ
う
し
た
諸
経
典
に
よ
っ
て
も
往
生
極
楽
は
可
能
だ
と
い
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
確
か
に
、『
法
華
経
』
や
『
華
厳
経
』
を
行
じ
て
極
楽
往
生
す
る
話
や

そ
れ
を
願
う
話
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い（

（（
（

。
し
た
が
っ
て
、
こ
う
し
た
解
釈
は
十
分
可
能
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
、
こ
う
し
た
文
脈
の
相
違
が
起
こ
っ
た
理
由

が
次
に
関
心
事
と
な
る
わ
け
で
あ
る
が
、
以
下
そ
の
理
由
に
つ
い
て
私
見
を
述
べ
て
み
た
い
。

四　

本
文
異
同
の
事
由　

ま
ず
第
一
に
考
え
ら
れ
る
の
が「
末
法
観
」の
相
違
で
あ
ろ
う
。
そ
の
中
で
も
、「
末
法
に
お
け
る
弥
陀
一
教
観
」に
大
き
な
相
違
が
認
め
ら
れ
る
。
た
と
え
ば「
第
二
種
七
巻
本
」

の
冒
頭
で
あ
る
。

諸
教
所
讃
多
在
弥
陀
と
い
へ
り
。
こ
と
あ
た
ら
し
く
経
論
を
あ
ぐ
べ
き
に
あ
ら
ず
。
末
法
万
年
、
な
を
し
弥
陀
の
一
教
を
た
の
む
べ
し
。
い
は
ん
や
仏
法
流
布
の
時
に
を

き
て
を
や
。
末
法
万
年
に
を
き
て
、
弥
陀
の
一
教
を
た
の
む
べ
し
と
い
ふ
事
、
た
と
へ
を
も
て
を
し
へ
給
へ
る
事
侍
り（

（（
（

。

傍
線
部
分
に
よ
れ
ば
、「
末
法
万
年
後
に
弥
陀
の
一
教
を
た
の
む
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
末
法
の
今
（
仏
法
流
布
の
時
）
こ
そ
た
の
む
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
主
張
が
、
抑

揚
形
表
現
を
用
い
て
強
調
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
第
二
種
七
巻
本
」
は
こ
の
一
文
に
よ
っ
て
、「
末
法
（
仏
法
流
布
の
時
）
に
、
弥
陀
の
一
教
を

た
の
む
べ
」
き
こ
と
を
明
言
し
強
調
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
「
片
活
三
本
」
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
、「
我
等
未
ダ
餘
經
悉
滅
ノ
後
ノ
生
ヲ
受
ケ
ズ
。
往
生

極
樂
ノ
望
ヲ
致
サ
ザ
レ
ド
モ
、
便
有
ル
者
ナ
リ
。」
と
記
し
て
、「
今
こ
の
世
を
生
き
る
我
々
は
、
末
法
万
年
後
の
余
経
悉
滅
の
時
代
に
生
を
受
け
た
わ
け
で
は
な
い
。
だ
か
ら
、

『
無
量
寿
経
』
は
言
う
ま
で
も
な
く
、『
法
華
経
』
や
『
華
厳
経
』
を
は
じ
め
と
す
る
余
経
も
残
っ
て
い
る
の
で
、
こ
と
さ
ら
往
生
を
望
ま
な
く
と
も
、
そ
れ
ら
の
経
典
を
信
奉

し
な
が
ら
弥
陀
を
念
ず
れ
ば
自
然
と
往
生
で
き
る
」
と
い
う
考
え
を
示
し
て
い
る
。
別
言
す
る
な
ら
ば
、
前
者
が
「
末
法
弥
陀
一
教
の
み
」
に
対
し
て
、
後
者
は
「
末
法
余
教

も
あ
り
」と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
う
し
た「
末
法
に
お
け
る
弥
陀
一
教
観
」の
違
い
が
両
者
に
は
あ
っ
て
、そ
れ
が
両
伝
本
の
文
脈
の
相
違
と
な
っ
て
表
れ
た
と
い
え
よ
う
。

次
に
「
往
生
・
成
仏
観
」
の
相
違
で
あ
る
。
こ
れ
は
先
述
し
た
「
末
法
観
」
の
相
違
と
一
部
重
な
り
、
連
動
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
「
第
二
種
七
巻
本
」
の

次
の
よ
う
な
く
だ
り
に
注
目
し
て
み
た
い
。
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『
宝
物
集
』
往
生
観
の
変
容
を
読
む

さ
れ
ば
、
善
導
和
尚
は
、「
雑
修
は
、
百
が
中
に
一
つ
二
つ
往
生
す
る
事
を
得
、
専
修
は
、
百
に
百
な
が
ら
往
生
す
る
事
を
得
」
と
は
を
し
へ
給
へ
る
也
。
専
修
と
は
、

弥
陀
の
行
を
申
た
る
也
。「
自
余
の
修
行
は
、
雖
二
名
是
善
一
、
比
二
念
仏
者
一
、
全
非
二
比
校
一
也
」
こ
の
文
の
心
は
、
自
余
の
も
ろ
〳
〵
の
行
は
、
名
は
善
也
と
い
へ
ど
も
、

念
仏
の
物
に
く
ら
ぶ
れ
ば
、
ひ
と
し
か
ら
ず
と
也（

（（
（

。

こ
の
引
用
部
分
は
、
慈
恩
の
『
西
方
要
決
』
の
一
節
に
直
接
続
く
く
だ
り
で
、「
片
活
三
本
」
に
は
な
い
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
。
す
で
に
指
摘
し
た
如
く
内
容
的
に
も
重
要

な
箇
所
と
な
っ
て
い
る
。
と
い
う
の
は
、
善
導
の
こ
の
文
言
が
、
法
然
浄
土
教
に
お
け
る
要
文
と
し
て
す
こ
ぶ
る
重
視
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、『
選
択
本
願

念
仏
集
』（
以
下
『
選
択
集
』
と
記
す
）
の
第
二
「
善
導
和
尚
立
テ二

、
正
雜
二
行
ヲ一

捨
テ二

、
雜
行
ヲ一

歸
ス二
ル
ノ

正
行
ニ一

之
文
」
に
は
、

と
あ
り
、
ま
た
第
七
「
彌
陀
ノ

光
明
不
レ

照
サ二

餘
行
ノ

者
ヲ一

唯
ダ

攝
二

取
シ
タ
マ
フ

念
佛
ノ

行
者
ヲ一

文
」
に
は
、

と
あ
る
。一
読
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、「
第
二
種
七
巻
本
」で
引
用
し
て
い
る
善
導
の
文
言
が『
選
択
集
』に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。具
体
的
に
は
、

「
第
二
種
七
巻
本
」
の
傍
線
部
分
①
「
雑
修
は
、
百
が
中
に
一
つ
二
つ
往
生
す
る
事
を
得
、
専
修
は
、
百
に
百
な
が
ら
往
生
す
る
事
を
得
」
は
、『
選
択
集
』
の
「
若
シ

欲
ス三
ル

捨
テレ

專
ヲ

修
セ二
ン
ト

雜
業
ヲ一

者
ハ

百
時
希
ニ

得
二

一
二
ヲ一

」
や
「
百
卽
百
生
ノ
專
修
正
行
」
に
対
応
し
よ
う
。
ま
た
傍
線
部
分
②
の
「
自
余
の
修
行
は
、
雖
二
名
是
善
一
、
比
二
念
仏
者
一
、
全
非
二

比
校
一
也
」
は
、『
選
択
集
』
の
「
自
餘
ノ

衆
善
ハ

雖
トレ
モ

名
ト二

是
レ

善
ト一

若
比
ス二
レ
バ

念
佛
ニ一

者
全
ク

非
ト中

比
校
ニ上

也
」
に
対
応
す
る
と
い
え
よ
う
。
さ
ら
に
、法
然
の
私
釈
段
（「
私
ニ
云
ク
」「
私

ニ
問
テ
曰
ク
」）
に
も
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
、そ
の
文
言
は
法
然
浄
土
教
の
重
要
な
依
拠
文
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、前
者
は
専
修
正
行
と
雑
修
雑
行
の
峻
別
を
い
う
際
に
、

後
者
は
諸
行
本
願
を
否
定
し
て
念
仏
本
願
を
宣
言
す
る
際
に
引
用
さ
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
大
橋
俊
雄
氏
は
、両
要
文
を
重
視
さ
れ
て
い
る
が
、特
に
後
者
の「
全
非
比
校
」

に
つ
い
て
は
、「
念
仏
は
本
願
の
行
で
あ
り
、
仏
意
の
こ
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
無
上
の
尊
さ
が
念
仏
に
秘
め
ら
れ
て
い
る
と
す
る
の
が
法
然
の
本
義
で
あ
る（

（（
（

」

同
經
ノ

疎
ニ

云
ク

、
從
リ二

無
量
壽
佛
一

下
至
ル二

攝
取
不
捨
ニ一

已
來
ハ

、（
中　

略
）
一
ニ

明
ス二

親
緣
ヲ一

（
中　

略
）
三
ニ

明
ス二

增
上
緣
ヲ一

衆
生
稱
念
ス
レ
バ

卽
除
ク二

多
劫
ノ

罪
ヲ一

。
命
欲
スレ
ル

終
ン
ト

時
、

佛
與
ニ二

聖
衆
ト一

自
ラ

來
テ

迎
接
シ
タ
マ
フ

。
諸
邪
業
繋
無
シ二

能
ク

礙
ル

者
一

。
故
ニ

名
ク二

增
上
緣
ト一

也
。
自
餘
ノ

衆
善
モ

雖
ドレ
モ

名
ク二
ト

是
レ

善
ト一

若
シ

比
ス二
レ
バ

念
佛
ニ一

者
全
ク

非
ズ二

比
校
ニ一

也
。
是
ノ

故
ニ

諸

經
ノ

中
ニ

處
處
ニ

廣
ク

讚
ズ二

念
佛
ノ

功
能
ヲ一

。
如
キ二

無
量
壽
經
ノ

四
十
八
願
ノ

中
ノ一

唯
ダ

明
ス下

專
ラ

念
ジ二
テ

彌
陀
ノ

名
號
ヲ一

得
上
レ

生
コ
ト
ヲ

。
又
如
キ二
彌
陀
經
ノ
中
ノ一
一
日
七
日
專
ラ
念
ジ二
テ
彌
陀
ノ
名
號
ヲ一

得
レ
生
ス
ル
ヿ
ヲ

。
又
十
方
恒
沙
ノ

諸
佛
證
二

成
シ
タ
マ
フ

不
ズ一
トレ

虚
シ
カ
ラ

也
。
又
此
ノ

定
散
ノ

文
ノ

中
ニ

唯
ダ

標
ス下

專
ラ

念
ジ二
テ

名
號
ヲ一

得
ト上

レ

生
ス
ル
ヿ
ヲ

。
此
ノ

例
非
レ

一
ニ

也
。
廣
ク

顯
ハ二
シ

念
佛
三
昧
ヲ一

竟
ヌ

。

（
中　

略
）

私
ニ

問
テ

曰
ク

、
佛
ノ

光
明
唯
ダ

照
シ二
テ

念
佛
ノ

者
ノ一
ミ
ヲ

不
ルレ
ハ

餘
行
ノ

者
ヲ一

有
ヤ二

何
ニ

意
一

乎
。
答
テ

曰
ク

解
ス
ル
ニ

有
リ二

二
義
一

。（
中　

略
）
又
所
ノレ

引
ク

文
ノ

中
ニ

言
フ下

自
餘
ノ

衆
善
ハ

雖
トレ
モ

名
ト二

是
レ

善
ト一

若
比
ス二
レ
バ

念
佛
ニ一

者
全
ク

非
ト中
比
校
ニ上

也
ト
ハ

者
、
意
ノ

云
是
レ

約
シ二
テ

淨
土
門
ノ

諸
行
ニ一

而
所
ナ二
リ

比
論
ス一
ル

也
。
念
佛
ハ

是
レ

既
ニ

二
百
一
十
億
ノ

中
ニ

所
ノ二

選
取
一
妙
行
也
。
諸
行
ハ

是
レ
既
ニ
二
百
一
十
億
ノ
中
ニ
所
ノ二
�
捨
ス一
ル

麤
行
也
。
故
ニ

云
三

全
ク

非
ト二

比
校
ニ一

也
。
又
念
佛
ハ

是
本
願
ノ

行
。
諸
行
ハ

是
非
ズ二

本
願
ニ一

。
故
ニ

云
フ三

全
ク

非
ト二

比
校
ニ一

也（
（（
（

。

往
生
禮
讃
ニ

云
ク

、
若
シ

能
ク

如
クレ

上
ノ

念
念
相
續
シ
テ

畢
命
ヲ

爲
ルレ

期
ト

者
ハ

、
十
ハ

卽
チ

十
生
ジ

、
百
ハ

卽
チ

百
生
ズ

。
何
ヲ

以
テ
ノ

故
ニ

。
無
ク二

外
ノ

雜
緣
一

得
ル二
ガ

正
念
ヲ一

故
ニ

。
與
二

佛
ノ
本
願
ト一

相

應
ス
ル

故
ニ

。
不
ルレ
ガ

違
ハレ

教
ニ

故
ニ
。
隨
二

順
ス
ル
ガ

佛
語
ニ一

故
ナ
リ

。
若
シ

欲
ス三
ル

捨
テレ

專
ヲ

修
セ二
ン
ト

雜
業
ヲ一

者
ハ

百
時
希
ニ

得
二

一
二
ヲ一

、千
時
希
ニ

得
二

五
三
ヲ一

。（
中　

略
）
今
身
ニ

願
ズレ
ル

生
ン二
ト

彼
ノ

國
ニ

一
者
ハ

行
住
坐
臥
ニ

必
ズ

須
ク下

勵
マレ
シ

心
ヲ

剋
セレ
メ
テ

己
ヲ

晝
夜
ニ

莫
クレ

廢
ス
ル
踌
畢
命
ヲ

爲
上
レ

期
ト

。
正
在
ル二
ハ

一
形
ニ一

似
二

如
タ
レ
ド
モ

少
苦
ナ一
ル
ニ

前
念
ニ

命
終
シ
テ

後
念
ニ

卽
チ

生
レ二
テ

彼
ノ

國
ニ一

。
長
時

永
劫
ニ

常
ニ

受
ク二

無
爲
ノ

諸
樂
ヲ一

。
乃
至
成
佛
マ
デ

不
レ

經
二

生
死
ヲ一

、
豈
ニ

非
ヤレ

快
キ
ニ

哉
。應
ニレ

知
ル

。

私
ニ

云
ク

見
ル二
ニ

此
ノ

文
ヲ一

彌
ヨ

須
ク二

捨
テレ

、
雜
ヲ

修
ス一

レ

專
ヲ

。
豈
捨
テ二
、百
卽
百
生
ノ

專
修
正
行
ヲ一

堅
ク

執
セ二
ン
ヤ

千
中
無
一
ノ

雜
修
雜
行
ヲ一

乎
。
行
者
能
ク

思
二

量
セ
ヨ

之（
（（
（

ヲ一

。
八
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『
宝
物
集
』
往
生
観
の
変
容
を
読
む

と
論
じ
て
重
視
さ
れ
て
い
る
。

法
然
浄
土
教
が
引
用
す
る
こ
う
し
た
要
文
が
、「
第
二
種
七
巻
本
」
の
「
第
十
二
門
」
に
至
っ
て
、
し
か
も
「
独
自
本
文
」
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
留
意
す
る
必

要
が
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
、「
第
二
種
七
巻
本
」
は
第
十
二
門
に
至
っ
て
は
じ
め
て
、
法
然
浄
土
教
に
近
似
し
た
「
雑
修
か
ら
専
修
念
仏
へ
」
と
「
全
非
比
校
（
他
の
行
は

念
仏
に
全
く
及
ば
な
い
）」
と
い
う
思
想
を
明
記
し
た
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
別
言
す
る
な
ら
ば
、「
諸
行
往
生
」
か
ら
「
専
修
念
仏
に
よ
る
往
生
」
へ
の
転
換
の
表
明
と

も
い
え
よ
う
。
さ
ら
に
同
本
に
は
、

念
仏
の
功
徳
も
又
〳
〵
、
か
く
の
ご
と
し
。
経
論
を
な
ら
ひ
よ
む
功
徳
は
、
無
量
無
辺
に
し
て
、
仏
道
に
い
た
る
道
也
。
し
か
り
と
い
へ
ど
も
、
師
な
く
し
て
は
な
ら

ひ
が
た
く
、
本
な
く
し
て
は
よ
む
事
な
し
。
念
仏
は
師
な
し
と
い
へ
ど
も
、
わ
す
る
ゝ
事
な
し
。
本
な
し
と
い
へ
ど
も
、
つ
と
め
や
す
し
。
こ
の
た
び
成
仏
の
願
を
と
げ

ん
事
、
か
な
ひ
が
た
き
に
よ
り
て
、
先
こ
の
念
仏
の
功
徳
を
も
て
、
極
楽
の
衆
生
と
む
ま
れ
て
、
三
途
の
古
郷
へ
か
へ
ら
ず
し
て
、
漸
〳
〵
に
功
徳
増
進
し
て
、
等
覚
・

妙
覚
の
位
ま
で
い
た
ら
む
事
を
お
ぼ
す
べ
き
也（

（（
（

と
い
う
く
だ
り
も
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
経
論
を
習
い
読
む
功
徳
の
無
量
な
る
こ
と
を
認
め
つ
つ
も
、
文
脈
は
逆
接
し
て
往
生
・
成
仏
に
は
欠
か
せ
な
い
「
師
」
と
「
経
」

か
ら
離
れ
て
い
く
叙
述
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
現
世
で
の
法
花
経
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
経
典
に
よ
る
成
仏
を
「
か
な
ひ
が
た
き
」
と
断
じ
て
、
念
仏
に
よ
る
「
極
楽
往

生
」
に
転
じ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
叙
述
が
い
か
に
重
い
意
味
を
持
つ
か
は
、
次
の
用
例
を
理
解
す
る
こ
と
で
得
心
で
き
よ
う
。

い
か
に
、
い
ま
は
言
忌
し
侍
ら
じ
。
人
、
と
い
ふ
と
も
か
く
い
ふ
と
も
、
た
だ
阿
弥
陀
仏
に
た
ゆ
み
な
く
、
経
を
な
ら
ひ
侍
ら
む
。
世
の
い
と
は
し
き
こ
と
は
、
す
べ
て

露
ば
か
り
心
も
と
ま
ら
ず
な
り
に
て
侍
れ
ば
、
聖
に
な
ら
む
に
、
懈
怠
す
べ
う
も
侍
ら
ず
。
た
だ
、
ひ
た
み
ち
に
そ
む
き
て
も
、
雲
に
乗
ら
ぬ
ほ
ど
の
た
ゆ
た
ふ
べ
き
や

う
な
む
侍
る
べ
か
な
る
。
そ
れ
に
、
や
す
ら
ひ
侍
る
な
り
。
齢
も
は
た
、
よ
き
ほ
ど
に
な
り
も
て
ま
か
る
。
い
た
う
こ
れ
よ
り
老
い
ほ
れ
て
、
は
た
目
暗
う
て
経
よ
ま
ず
、

心
も
い
と
ど
た
ゆ
さ
ま
さ
り
侍
ら
む
も
の
を
。
心
ふ
か
き
人
ま
ね
の
や
う
に
侍
れ
ど
、
い
ま
は
た
だ
、
か
か
る
か
た
の
こ
と
を
ぞ
思
ひ
た
ま
ふ
る
。
そ
れ
、
罪
ふ
か
き
人

は
ま
た
、
か
な
ら
ず
し
も
叶
ひ
侍
ら
じ
。
前
の
世
知
ら
る
る
こ
と
の
み
お
ほ
う
侍
れ
ば
、
よ
ろ
づ
に
つ
け
て
ぞ
悲
し
く
侍
る（

（（
（

。

こ
の
引
用
文
は
、『
紫
式
部
日
記
』
の
「
消
息
文
」
と
呼
ば
れ
る
末
尾
の
部
分
で
、
こ
こ
に
は
紫
式
部
が
出
家
を
強
く
決
意
し
つ
つ
も
た
め
ら
い
悩
み
続
け
る
姿
が
記
さ
れ

て
い
る
。
さ
て
、こ
の
引
用
文
に
は
平
安
中
期
の
浄
土
信
仰
に
お
け
る
「
師
」
と
「
経
」
の
あ
り
方
が
記
さ
れ
て
い
て
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、傍
線
部
分
Ａ
に
「
た

だ
阿
弥
陀
仏
に
た
ゆ
み
な
く
、
経
を
な
ら
ひ
侍
ら
む
」
と
い
う
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
一
節
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
拙
論
で
詳
述
し
た
こ
と
が
あ
る
の
で
論
証
は
そ

れ
に
譲
り
、
そ
の
結
論
だ
け
を
記
す
と
「
た
だ
阿
弥
陀
仏
に
一
心
に
法
華
経
を
習
い
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
意
味
に
な
る
。
こ
れ
は
師
・
阿
弥
陀
仏
に
つ
い
て
『
法
華
経
』
を
習

い
、
そ
の
信
解
を
も
っ
て
極
楽
往
生
す
る
と
い
う
思
想
信
仰
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る（

（（
（

。
ま
た
、
傍
線
部
Ｂ
に
「
い
た
う
こ
れ
よ
り
老
い
ほ
れ
て
、
は
た
目
暗
う
て
経
よ
ま

ず
、
心
も
い
と
ど
た
ゆ
さ
ま
さ
り
侍
ら
む
も
の
を
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
る
と
式
部
は
、
年
老
い
て
目
が
不
自
由
に
な
り
気
力
が
萎
え
て
経
典
が
読
め
な
く
な
る
こ
と
を
懸

念
し
て
い
る
よ
う
だ
。
単
な
る
経
典
の
誦
習
程
度
で
あ
れ
ば
目
が
か
す
ん
で
見
え
な
く
な
っ
て
も
耳
か
ら
習
う
こ
と
も
で
き
る
し
、
誦
習
し
て
暗
誦
し
て
し
ま
え
ば
そ
れ
ほ
ど

気
力
が
必
要
と
は
思
わ
れ
な
い
の
で
、
ど
う
も
式
部
は
、
直
接
『
法
華
経
』
を
手
に
し
信
解
し
よ
う
と
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
一
節
に
は
『
法

華
経
』
を
直
に
手
に
と
っ
て
読
み
習
い
、
そ
の
信
解
が
な
け
れ
ば
極
楽
に
往
生
で
き
な
い
と
い
う
思
想
信
仰
が
示
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
（
こ
の
点
に
つ
い
て
も
先
の
拙
論

で
用
例
を
示
し
な
が
ら
論
述
し
た（

（（
（

。
以
上
、
こ
の
用
例
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
、
平
安
中
期
の
浄
土
信
仰
に
あ
っ
て
は
、「
師
」
と
「
経
」
と
は
往
生
に
必
要
不
可
欠
な
も
の

Ａ

Ｂ

九



『
宝
物
集
』
往
生
観
の
変
容
を
読
む

と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、「
第
二
種
七
巻
本
」
で
は
、
こ
の
「
師
」
と
「
経
」
か
ら
離
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
に
も
「
諸
行
に
よ
る
往
生
・

成
仏
」
か
ら
「
専
修
念
仏
に
よ
る
往
生
・
成
仏
」
へ
の
移
行
、
あ
る
い
は
転
換
の
表
明
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
点
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
次
に
「
片
活
三
本
」
に
目
を
転
じ
て
み
た
い
。「
片
活
三
本
」
は
「
我
等
未
ダ
餘
經
悉
滅
ノ
後
ノ
生
ヲ
受
ケ
ズ
。
往
生
極
樂
ノ
望
ヲ
致

サ
ザ
レ
ド
モ
、
便
有
ル
者
ナ
リ
。」
と
記
し
て
、「
第
二
種
七
巻
本
」
と
は
異
な
る
往
生
観
を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
末
法
一
万
年
の
後
は
、
余
経
は
悉
滅
し
て
弥
陀
の

一
教
の
み
が
百
年
間
だ
け
一
段
と
そ
の
救
済
力
（
経
力
）
を
増
し
て
い
く
と
さ
れ
て
い
る
が
、
し
か
し
、
今
こ
の
世
を
生
き
る
我
々
は
、
末
法
万
年
後
の
余
経
悉
滅
の
時
代
に

生
を
受
け
た
わ
け
で
は
な
い
。
だ
か
ら
、『
無
量
寿
経
』
は
言
う
ま
で
も
な
く
、『
法
華
経
』
や
『
華
厳
経
』
を
は
じ
め
と
す
る
余
経
も
残
っ
て
い
る
の
で
、
こ
と
さ
ら
往
生
を

望
ま
な
く
と
も
、
そ
れ
ら
の
経
典
を
信
奉
し
な
が
ら
弥
陀
を
念
ず
れ
ば
自
然
と
往
生
で
き
る
」
と
の
文
脈
を
示
し
、『
法
華
経
』
や
『
華
厳
経
』
を
は
じ
め
と
す
る
余
経
に
よ

る
往
生
も
認
め
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
諸
行
に
よ
る
往
生
も
認
め
る
立
場
で
叙
述
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
し
た
が
っ
て
、「
諸
行
に
よ
る
往
生
・

成
仏
」
か
ら
「
専
修
念
仏
に
よ
る
往
生
・
成
仏
」
へ
の
移
行
・
転
換
を
は
か
る
「
第
二
種
七
巻
本
」
の
立
場
と
は
異
な
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
端
的
に
言
う
な
ら
ば
、
諸
行

往
生
・
成
仏
を
認
め
る
「
片
活
三
本
」、
専
修
念
仏
に
よ
る
往
生
・
成
仏
を
力
説
す
る
「
第
二
種
七
巻
本
」
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
以
上
の
よ
う
な
往
生
・
成
仏
観
の
相
違
も
、

本
文
の
異
同
の
要
因
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
本
文
異
同
の
考
察
結
果
は
、
両
伝
本
成
立
の
先
後
関
係
を
も
示
唆
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

両
本
の
思
想
を
仮
に
そ
れ
ぞ
れ
「
諸
行
往
生
を
説
く
片
活
三
本
」、「
専
修
念
仏
を
説
く
第
二
種
七
巻
本
」
と
概
括
し
て
成
立
の
先
後
関
係
を
考
察
す
る
と
、「
片
活
三
本
を
増

広
し
て
成
立
し
た
第
二
種
七
巻
本
」と
い
う
過
程
と
、「
第
二
種
七
巻
本
を
抄
出
し
て
成
立
し
た
片
活
三
本（

（（
（

」と
い
う
過
程
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
別
言
す
る
な
ら
ば
、「
諸

行
往
生
か
ら
専
修
念
仏
」
と
「
専
修
念
仏
か
ら
諸
行
往
生
」
と
い
う
こ
と
に
も
な
ろ
う
。
さ
て
、
こ
う
し
た
二
つ
の
成
立
過
程
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
当
時
の
思
想
信
仰
の

流
れ
、
す
な
わ
ち
、「
聖
道
門
か
ら
浄
土
門
」「
難
行
道
か
ら
易
行
道
」「
諸
行
往
生
か
ら
専
修
念
仏
」
な
ど
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
い
ず
れ
の
成
立
過
程
が
矛
盾
な
く
自
然
な

流
れ
で
あ
る
か
は
自
ず
と
理
解
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

以
上
、「
片
活
三
本
」
と
「
第
二
種
七
巻
本
」
の
第
十
二
門
「
弥
陀
を
称
念
し
て
仏
道
を
成
べ
し
」
中
の
本
文
異
同
に
考
察
を
加
え
、
往
生
観
の
相
違
を
明
ら
か
に
し
、
異

同
が
生
じ
た
事
由
に
つ
い
て
検
証
を
こ
こ
ろ
み
た
。
そ
の
結
果
、「
片
活
三
本
」
に
は
、「
末
法
余
教
も
あ
り
」「
諸
行
に
よ
る
往
生
・
成
仏
が
可
能
」
と
す
る
考
え
が
認
め
ら
れ
、

「
第
二
種
七
巻
本
」
に
は
、「
末
法
弥
陀
一
教
の
み
」「
専
修
念
仏
に
よ
る
往
生
・
成
仏
」
と
い
う
思
想
が
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
相
違
が
本
文
の
異
同
と
な
っ

て
表
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
結
論
に
至
っ
た
。
ま
た
、
成
立
の
先
後
関
係
に
つ
い
て
は
、「
片
活
三
本
」
を
増
広
し
て
成
立
し
た
の
が
「
第
二
種
七
巻
本
」
で
あ
る
と
い

う
結
論
に
も
至
っ
た
。
以
上
が
小
考
の
考
察
結
果
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
こ
の
結
果
は
次
の
よ
う
な
言
い
方
も
可
能
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
「
片

活
三
本
」
が
「
諸
行
往
生
」
で
法
然
よ
り
は
源
信
に
近
い
の
に
対
し
て
、「
第
二
種
七
巻
本
」
は
「
専
修
念
仏
往
生
」
で
源
信
か
ら
離
れ
て
法
然
に
近
づ
き
つ
つ
あ
る
、
と
い

一
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『
宝
物
集
』
往
生
観
の
変
容
を
読
む

う
言
い
方
で
あ
る
。
こ
の
点
を
両
者
の
著
作
物
に
求
め
て
み
る
と
、

大
文
第
九
に
、
往
生
の
諸
行
を
明
さ
ば
、
謂
く
、
極
楽
を
求
む
る
者
は
、
必
ず
し
も
念
仏
を
専
ら
に
せ
ず
。
す
べ
か
ら
く
余
行
を
明
し
て
お
の
お
の
の
楽
欲
に
任
す
べ

し
。
こ
れ
に
ま
た
二
あ
り
。
初
に
、
別
し
て
諸
経
の
文
を
明
し
、
次
に
、
惣
じ
て
諸
業
を
結
ぶ
。

第
一
に
、
諸
経
を
明
さ
ば
、
卌
華
厳
経
の
普
賢
願
・
三
千
仏
名
経
・
無
字
宝
篋
経
・
法
花
経
等
の
も
ろ
も
ろ
の
大
乗
経
、
随
求
・
尊
勝
・
無
垢
浄
光
・
如
意
輪
・
阿
嚕

力
迦
・
不
空
羂
索
・
光
明
・
阿
弥
陀
、
及
び
竜
樹
所
感
の
往
生
浄
土
等
の
呪
な
り
。
こ
れ
等
の
顕
密
の
諸
大
乗
の
中
に
、
皆
受
持
・
読
誦
等
を
以
て
、
往
生
極
楽
の
業
と

す
る
な
り（

（（
（

。

（『
往
生
要
集
』
巻
下
）

も
ろ
こ
し
わ
か
朝
に
も
、も
ろ
〳
〵
の
智
者
た
ち
の
沙
汰
し
申
さ
る
ゝ
、觀
念
の
念
に
も
あ
ら
す
。
又
學
問
を
し
て
念
の
心
を
さ
と
り
て
申
す
念
佛
に
も
あ
ら
す
、た
ゝ

往
生
極
樂
の
た
め
に
は
、
南
無
阿
彌
陀
佛
と
申
し
て
、
う
た
か
ひ
な
く
、
往
生
す
る
そ
と
お
も
ひ
と
り
て
、
申
す
ほ
か
に
は
別
の
子
細
候
は
す（

（（
（

。

（『
一
枚
起
請
文
』）

と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
当
然
『
宝
物
集
』
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
永
観
の
浄
土
思
想
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
今
の
と
こ
ろ
は
大
ま
か
な
目
安
と
い
う
こ
と

で
私
見
を
述
べ
て
み
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
「
片
活
三
本
」
か
ら
「
第
二
種
七
巻
本
」
へ
の
書
き
換
え
（
あ
る
い
は
本
文
異
同
）
は
、
専
修
念
仏
化
す
る
こ
の
時
代
の
流
れ
や

社
会
の
変
化
と
み
ご
と
に
符
節
を
合
し
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
れ
は
『
宝
物
集
』
の
こ
の
二
伝
本
が
、
そ
う
し
た
時
代
の
流
れ
の
中
で
書
か
れ
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

註
（（）
山
田
昭
全
氏
は
、七
系
統
（「
一
巻
本
」「
二
巻
本
」「
平
仮
名
古
活
字
三
巻
本
」「
平
仮
名
整
版
三
巻
本
」「
片
仮
名
古
活
字
三
巻
本
」「
第
一
種
七
巻
本
」「
第
二
種
七
巻
本
」）

の
伝
本
を
考
察
さ
れ
た
結
果
、
重
要
度
の
高
い
三
系
統
（「
一
巻
本
」「
片
仮
名
古
活
字
三
巻
本
」「
第
二
種
七
巻
本
」）
の
全
体
の
構
成
に
注
目
さ
れ
、「『
宝
物
集
』
は
ブ

ロ
ッ
ク
を
積
み
上
げ
る
よ
う
な
や
り
方
で
全
体
を
作
り
上
げ
た
構
造
体
に
な
っ
て
い
る
点
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
構
造
体
は
一
巻
本
の
と
き
か
ら
確
立
さ

れ
て
い
て
、
三
巻
本
に
お
い
て
も
、
七
巻
本
に
お
い
て
も
不
変
で
あ
る
。
言
わ
ば
ブ
ロ
ッ
ク
を
積
み
上
げ
た
全
体
像
は
一
貫
し
て
変
ら
な
い
の
で
あ
る
」（『
宝
物
集　

閑

居
友　

比
良
山
古
人
霊
託
』
新
日
本
古
典
文
学
大
系　
「
宝
物
集　

解
説
」
五
三
一
頁
）
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（（）
「
片
活
三
本
」
と
「
第
二
種
七
巻
本
（
吉
川
本
）」
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
し
た
も
の
に
次
の
拙
論
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
「
片
活
三
本
を
増
広
し
て
成
立
し
た
の
が
第
二

種
七
巻
本
（
吉
川
本
）」
と
い
う
結
論
に
至
っ
て
い
る
。

①
「『
宝
物
集
』
の
本
文
異
同
を
読
む―

「
仏
法
が
宝
」
の
段
を
中
心
に―

」（『
宝
物
集
研
究
』
第
二
集　

宝
物
集
研
究
会
刊　

平
成
一
〇
年
三
月
）。

②
「
宝
物
集
の
表
現
機
構
と
仏
教
思
想―

仏
法
が
宝
の
段
を
中
心
に―

」（『
中
世
文
学
の
展
開
と
仏
教
』　

お
う
ふ
う
刊　

平
成
一
二
年
一
〇
月
）。

一
一



『
宝
物
集
』
往
生
観
の
変
容
を
読
む

③
「
片
仮
名
古
活
字
三
巻
本
宝
物
集
の
祖
本
に
つ
い
て
」（『
片
仮
名
古
活
字
三
巻
本
宝
物
集
自
立
語
総
索
引
（
名
詞
編
）』
付
載
論
文　

宇
部
短
期
大
学
刊　

平
成
一
三

年
七
月
）。

④
「『
宝
物
集
』
の
本
文
異
同
を
読
む―

「
小
シ
ラ
ゝ
」
と
「
虹
」
の
異
同
を
め
ぐ
っ
て―

」（『
宝
物
集
研
究
』
第
三
集　

宝
物
集
研
究
会
刊　

平
成
一
四
年
三
月
）。

⑤
「
第
二
種
七
巻
本
『
宝
物
集
』―

「
べ
う
は
う
れ
ん
ぐ
は
」
考
」（『
佛
教
文
化
学
会
紀
要
』
第
十
三
号　

佛
教
文
化
学
会
刊　

平
成
一
六
年
一
一
月
）。

⑥
「『
宝
物
集
』
本
文
異
同
を
読
む―

「
命
は
宝
に
あ
ら
ず
」
の
段
を
中
心
に―

」（『
國
文
學
踏
査
』
第
十
八
号　

大
正
大
学
国
文
学
会
刊　

平
成
一
八
年
三
月
）。

⑦
「『
宝
物
集
』
成
立
考―

「
三
懺
悔
」
解
釈
の
相
違
を
手
が
か
り
に
し
て―

」（『
大
正
大
学
研
究
紀
要
』
第
九
十
二
号　

大
正
大
学
出
版
部
刊　

平
成
一
九
年
三
月
）。

（（）
山
田
昭
全
・
大
場
朗
・
森
晴
彦
編『
宝
物
集
』（
お
う
ふ
う
刊　

平
成
九
年
四
月
）。
一
八
三
～
一
八
五
頁
。
以
下「
片
仮
名
古
活
字
三
巻
本
宝
物
集
」の
引
用
は
本
書
に
よ
る
。

（（）
小
泉
弘
・
山
田
昭
全
・
小
島
孝
之
・
木
下
資
一
『
宝
物
集　

閑
居
友　

比
良
山
古
人
霊
託
』（「
新
日
本
古
典
文
学
大
系
」
四
〇　

岩
波
書
店
刊　

平
成
五
年
一
一
月
）。

三
三
三
～
三
三
六
頁
。
以
下
「
第
二
種
七
巻
本
宝
物
集
」
の
引
用
は
本
書
に
よ
る
。

（（）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
註
の
末
尾
に
付
し
た
構
成
対
照
表
を
通
観
す
る
こ
と
で
得
心
が
い
く
も
の
と
な
ろ
う
。
は
じ
め
に
こ
の
表
の
見
方
に
つ
い
て
簡
単
に
解
説
し
て
お

き
た
い
。
こ
の
表
は
両
伝
本
の
第
十
二
門
「
弥
陀
を
称
念
し
て
仏
道
を
成
べ
し
」
の
段
の
主
要
な
内
容
を
私
に
項
目
化
し
、
叙
述
順
序
に
し
た
が
っ
て
整
理
し
た
も
の
で

あ
る
。
た
だ
し
、
項
目
化
は
「
第
二
種
七
巻
本
」
で
代
表
さ
せ
て
い
る
。
上
段
の
「
片
活
本
の
順
序
」
に
示
さ
れ
た
丸
番
号
（
①
～
⑲
）
は
、「
片
活
三
本
」
内
の
叙
述

順
序
で
、「
第
二
種
七
巻
本
」
の
内
容
と
重
な
る
と
き
に
項
目
の
上
に
そ
の
丸
数
字
を
付
し
て
い
る
。
一
見
す
る
だ
け
で
両
本
の
叙
述
順
序
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
こ

と
が
認
め
ら
れ
よ
う
。
さ
て
、
問
題
の
「
片
活
三
本
の
波
線
部
分
を
除
く
全
文
が
、
細
部
に
こ
だ
わ
ら
な
け
れ
ば
第
二
種
七
巻
本
の
同
段
内
に
ほ
ぼ
散
在
す
る
」
で
あ
る

が
、
拙
論
に
引
用
し
た
「
片
活
三
本
」
の
本
文
は
、
丸
番
号
で
示
す
と
⑪
～
⑰
に
該
当
す
る
。
し
た
が
っ
て
、「
片
活
三
本
」
の
本
文
が
「
第
二
種
七
巻
本
」
の
同
段
内

に
散
在
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
よ
う
。

（（）
た
と
え
ば
『
往
生
要
集
』
大
文
第
三
、『
聞
書
集
』
三
五
番
歌
歌
題
、『
心
要
鈔
』（
第
六
念
佛
門　

貞
慶
）、『
偽
戒
珠
集
往
生
浄
土
伝
』（
真
福
寺
蔵
）
序
、『
聖
宣
伽
陀
集
』（
金

沢
文
庫
蔵
）、『
浄
業
和
讃
』
下
巻
・
末
法
讃
（
以
上
は
四
句
の
引
用
）。『
拾
遺
往
生
伝
』
巻
下
序
、『
順
次
往
生
講
式
』、『
本
朝
続
文
粋
』
巻
十
一
、「
兵
庫
県
極
楽
寺
瓦

経
銘
」
願
文
、『
愚
管
抄
』
六
（
以
上
は
一
部
の
句
の
み
の
引
用
）
な
ど
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、こ
の
注
を
記
す
に
あ
た
っ
て
宇
津
木
言
行
氏
の
論
文
（「
西
行
『
聞

書
集
』
所
収
十
題
十
首
の
基
礎
的
考
察―

歌
題
句
の
典
拠
を
中
心
に―

」〈『
文
化
女
子
大
学
紀
要
』
第
九
集　

平
成
一
三
年
一
月
〉
三
一
頁
）
を
参
照
し
た
。

（（）
『
西
方
要
決
釈
疑
通
規
』
第
十
一
会
（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
四
十
七
巻　

諸
宗
部
四　

一
〇
九
頁
中
）。

（（）
『
往
生
要
集
』
巻
上　

大
文
第
三
（
石
田
瑞
麿
『
源
信
』
日
本
思
想
大
系
６　

岩
波
書
店
刊　

昭
和
五
三
年
二
月
）
八
〇
～
八
一
頁
。

（（）
註

（（）
の
引
用
文
に
続
け
て
「
ま
た
懐
感
禅
師
の
云
く
、
般
舟
三
昧
経
に
説
か
く
「
跋
陀
和
菩
薩
、
釈
迦
牟
尼
仏
に
請
う
て
言
く
、「
未
来
の
衆
生
は
、
い
か
に
し
て
か
十

方
の
諸
仏
を
見
た
て
ま
つ
る
こ
と
を
得
ん
」
と
。
仏
教
へ
て
、「
阿
弥
陀
を
念
ぜ
し
め
た
ま
ふ
に
、
即
ち
十
方
の
一
切
の
仏
を
見
た
て
ま
つ
る
」
と
。（
以
下
略
）」」
と
あ

り
、
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
文
（
傍
線
部
分
）
が
、「
末
法
万
年　

余
経
悉
滅
…
…
」
の
く
だ
り
の
前
に
引
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（
三
三
二
頁
）。
ま
た
、
同
段
内
に
は
「
恵

心
僧
都
の
往
生
要
集
を
ま
も
り
て
」（
三
三
九
頁
）
と
い
う
表
現
も
あ
る
こ
と
か
ら
、『
往
生
要
集
』
か
ら
の
孫
引
き
と
見
な
し
て
大
過
は
な
い
だ
ろ
う
。

（（0）
石
田
瑞
麿
訳
『
往
生
要
集
１
』（
東
洋
文
庫
８　

平
凡
社
刊　

昭
和
五
五
年
七
月
）
一
八
六
頁
。

一
二



『
宝
物
集
』
往
生
観
の
変
容
を
読
む

（（（）
『
宝
物
集
』（
大
正
大
学
図
書
館
蔵
）。
巻
末
に
「
時
元
禄
癸
酉
年
孟
秋
吉
辰　

洛
城
書
肆　

梅寺
町
通
松
原
下
ル
町

村
三
郎
兵
衞
板
」
と
あ
り
、
裏
表
紙
の
見
返
に
「
書
肆
」
と
記
し
て
「
東

都　

須
原
屋
茂
兵
衞　

同
伊
八　

山
城
屋
作
兵
衞　

岡
田
屋
嘉
七　

大
坂　

敦
賀
屋
九
兵
衞　

秋
田
屋
太
右
衞
門　

京
都　

勝
村
治
右
衞
門
板
」
と
あ
る
。

（（（）
『
法
華
経
』
を
行
じ
て
往
生
し
た
話
や
往
生
を
願
う
話
は
、『
法
華
験
記
』
を
通
観
す
る
だ
け
で
充
分
で
あ
ろ
う
。
ま
た
『
宝
物
集
』
第
十
一
門
「
法
花
経
を
修
行
し
て

仏
に
成
べ
し
」
の
例
証
話
に
も
そ
れ
は
認
め
ら
れ
る
。
次
に
『
華
厳
経
』
で
あ
る
が
、『
四
十
華
厳
経
』
に
基
づ
く
「
普
賢
講
」「
普
賢
十
願
」
関
連
の
説
話
や
和
歌
の
大

半
が
往
生
し
た
話
や
往
生
を
願
う
話
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
用
例
は
多
い
が
い
く
つ
か
示
す
と
、『
源
氏
物
語
』「
葵
巻
」「
法
界
三
昧
普
賢
大
士
」、『
本
朝
文
粋
』「
普
賢

菩
薩
讃　
　
　
　

并
せ
て
序

」（
後
中
書
王
）、『
発
心
和
歌
集
』「
普
賢
十
願
歌
」、『
拾
遺
往
生
伝
』
上
巻
序
と
下
巻
「
尼
安
楽
」
の
話
、『
金
葉
和
歌
集
』
六
三
三
番
歌
（
覚
樹
法
師
）、『
千

載
和
歌
集
』
一
二
二
二
番
歌
（
式
子
内
親
王
）
と
な
る
。
参
考
ま
で
に
、『
往
生
要
集
』
巻
下
・
大
文
第
九
（
冒
頭
）
が
、
往
生
を
求
む
る
者
の
行
と
し
て
『
四
十
華
厳
』

普
賢
十
願
の
受
持
・
読
誦
を
第
一
に
挙
げ
て
い
る
。

（（（）
註

（（）
と
同
じ
。
三
三
三
頁
。

（（（）
註

（（）
と
同
じ
。
三
三
五
頁
。

（（（）
『
選
択
本
願
念
仏
集
』（『
昭
和
新
修
法
然
上
人
全
集
』　

平
楽
寺
書
店
刊　

平
成
一
六
年
二
月
）
三
一
六
～
三
一
七
頁
。

（（（）
註

（（（）
に
同
じ
。
三
二
七
～
三
二
八
頁
。

（（（）
大
橋
俊
雄
『
法
然　

一
遍
』「
解
説
」（
日
本
思
想
大
系
（0　

岩
波
書
店
刊　

昭
和
六
〇
年
四
月
）
四
二
三
頁
。

（（（）
註

（（）
と
同
じ
。
三
三
七
頁
。

（（（）
萩
谷
朴
『
紫
式
部
日
記
全
注
釈
』
下
巻
（
日
本
古
典
評
釈
全
注
釈
叢
書　

角
川
書
店
刊　

昭
和
五
四
年
十
月
）
三
二
〇
頁
。

（（0）
拙
論
「『
源
氏
物
語
』
作
者
の
思
想
と
信
仰―

平
安
朝
天
台
と
の
比
較
を
中
心
に―

」（『
源
氏
物
語
の
背
景　

研
究
と
資
料
』
紫
式
部
学
会
編　

武
蔵
野
書
院
刊　

平
成

一
三
年
一
一
月
）。
同
書
に
お
い
て
「
仏
菩
薩
を
師
と
し
て
『
法
華
経
』
を
習
い
、
そ
の
信
解
を
も
っ
て
極
楽
に
往
生
す
る
」
と
い
う
思
想
信
仰
を
、『
法
華
験
記
』『
今

昔
物
語
集
』『
梁
塵
秘
抄
』
な
ど
の
用
例
に
基
づ
き
論
述
し
た
。

（（（）
註

（（0）
と
同
じ
。同
書
に
お
い
て
、「
紫
式
部
が
賢
哲
の
章
疏
を
紐
解
き『
法
華
経
』を
信
解
し
、そ
の
功
徳
を
も
っ
て
阿
弥
陀
仏
の
前
に
生
ま
れ
た
い
」と
望
ん
で
い
た
こ
と
を
、

源
信
の『
一
乗
要
決
』を
援
用
し
な
が
ら
論
述
し
た
。
と
同
時
に
、「
法
華
信
解
の
功
徳
に
よ
っ
て
阿
弥
陀
仏
の
前
に
往
生
で
き
る
」と
い
う
思
想
信
仰
の
存
在
も
指
摘
し
た
。

（（（）
こ
う
し
た
成
立
過
程
を
主
張
す
る
研
究
者
に
小
泉
弘
氏
が
い
る
。
氏
は
「
片
活
本
を
、
古
態
を
存
す
る
『
原
寶
物
集
』
に
近
い
も
の
と
見
る
人
々
が
多
い
が
、
筆
者
は
、

今
の
と
こ
ろ
、
片
活
本
を
第
二
種
七
巻
本
系
の
祖
本―

就
中
、
久
遠
寺
本
に
近
い
も
の―
を
も
と
本
と
し
て
こ
れ
を
抄
略
し
た
第
二
種
本
よ
り
は
後
に
生
じ
た
省
略
本
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
」（『
古
鈔
本
寶
物
集　

研
究
篇
』
貴
重
古
典
籍
叢
刊
８　

角
川
書
店
刊　

昭
和
四
八
年
三
月　

一
一
四
頁
）
と
論
じ
て
、「
第
二
種
七
巻
本
」
の
成

立
を
先
と
し
て
い
る
。

（（（）
註

（８）
に
同
じ
。
二
五
四
頁
。

（（（）
『
一
枚
起
請
文
』（『
昭
和
新
修
法
然
上
人
全
集
』　

平
楽
寺
書
店
刊　

平
成
一
六
年
二
月
）
四
一
五
～
四
一
六
頁
。

一
三



『
宝
物
集
』
往
生
観
の
変
容
を
読
む

※
第
十
二
門
二
伝
本
構
成
対
照
表

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第 （（ 門の構成

⑦⑧⑪⑬⑫⑭⑯⑰⑱⑲ ①⑨⑩②⑮④⑤③⑥

片
活
本
の
順
序

　
　

◇
あ
る
人
、
盗
人
に
会
っ
て
逃
げ
る
話

　
　

◇
た
の
も
し
き
人
の
子
、
人
に
盗
ま
れ
て
隣
国
で
奴
婢
と
な
る
話

　
　

◇
弥
陀
を
念
ず
る
行
者
の
話

　
　

◇
弥
陀
如
来
の
救
済
を
明
王
の
車
作
り
に
喩
え
た
話

　
　

◇
法
照
禅
師
の
教
え
の
話

　
　

◇
仏
が
相
人
の
喩
え
を
も
っ
て
説
法
し
た
話

◎
弥
陀
を
称
念
し
て
極
楽
に
往
生
し
た
人
の
例

　
　

◇
三
十
数
名
の
連
記

　
　

◇
讃
岐
国
多
刀
の
郡
の
武
者
源
大
夫
の
話

　
　

◇
神
崎
の
遊
女
と
ね
ぐ
ろ
の
話

　
　

◇
少
し
の
功
徳
で
往
生―

「
大
宝
積
経
」
か
ら
引
用

　
　

◇
十
悪
で
も
一
念
で
も
往
生
で
き
る―

後
中
書
王
の
句
か
ら
引
用

◎
聖
衆
来
迎
と
極
楽
世
界
の
あ
り
さ
ま

　
　

◇
来
迎
の
よ
う
す

　
　

◇
安
楽
国
へ
の
往
生

　
　

◇
安
楽
国
の
あ
り
さ
ま

◎
浄
土
を
願
う
例
証
歌
（
五
首
）

◎
僧
の
退
場

◎
跋
文

◎
弥
陀
を
称
念
し
て
極
楽
を
願
う
（
冒
頭
）

　
　

◇
難
陀
国
の
波
留
離
王
の
話

　
　

◇
跋
陀
和
菩
薩
の
話

　
　

◇
法
照
禅
師
の
話

　
　

◇
薬
師
・
千
手
・
普
賢
・
竜
樹
の
例
話

　
　

◇
弥
陀
称
念
に
よ
る
往
生
極
楽
を
説
く
経
・
論
・
疏
・
往
生
伝
等
の
列
挙

◎
諸
教
所
讃
多
在
弥
陀
、
末
法
万
年
弥
陀
一
教
を
た
の
む
べ
し

　
　

◇
大
国
の
国
王
、
皇
子
の
た
め
金
を
泥
の
中
に
埋
め
て
身
命
を
助
け
た
話

　
　

◇
釈
尊
、
末
法
の
衆
生
の
た
め
、
弥
陀
一
教
の
金
を
泥
の
中
に
埋
め
た
話

　
　

◇
「
末
法
万
年　

余
経
悉
滅　

弥
陀
一
教　

利
物
遍
増
」

　
　

◇
善
導
「
往
生
礼
讃
偈
」
か
ら
要
文
の
引
用

　
　

◇
善
導
「
観
無
量
寿
仏
経
疏
」
か
ら
要
文
の
引
用

◎
専
修
念
仏
の
功
徳

　
　

◇
釈
尊
、
父
の
浄
飯
大
王
に
弥
陀
の
名
号
を
す
す
め
た
話

　
　

◇
念
仏
を
弓
矢
と
琵
琶
に
喩
え
た
話

　
　

◇
念
仏
の
功
徳
を
も
っ
て
極
楽
の
衆
生
に
う
ま
る
べ
し

　
　

◇
念
仏
を
武
者
の
腰
刀
に
喩
え
た
話

　
　

◇
観
無
量
寿
経
「
一
定
極
楽
に
む
ま
る
べ
き
は
念
仏
な
り
」

◎
阿
弥
陀
の
三
字

　
　

◇
阿
弥
陀
の
功
徳
を
「
維
摩
経
」
よ
り
引
用

　
　

◇
宇
治
殿
（
頼
通
）
に
極
楽
往
生
の
要
文
を
奏
す
る
話

　
　

◇
恵
心
僧
都
の
「
往
生
要
集
」
を
ま
も
る
べ
し

　
　

◇
「
光
明
遍
照
十
方
世
界　

念
仏
衆
生
摂
取
不
捨
」
の
話

　
　

◇
永
観
「
往
生
講
式
」
か
ら
の
要
文
の
引
用

◎
「
易
往
無
人
」・
弥
陀
を
称
念
し
て
極
楽
を
願
う
べ
し

　
　

◇
阿
弥
陀
如
来
、
善
導
和
尚
に
物
語
す
る
話

第
二
種
七
巻
本
（
吉
川
本
）　　
　
　
　
　
　

一
四



『
宝
物
集
』
往
生
観
の
変
容
を
読
む

※
こ
の
対
照
表
は
、「
第
二
種
七
巻
本（
吉
川
本
）」の
第
十
二
門
の
内
容
を
私
に
項
目
化
し
て
、叙
述
に
し
た
が
っ
て
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
上
段
の「
片
活
本
の
順
序
」は
、「
片

仮
名
古
活
字
三
巻
本
」の
内
容
で「
第
二
種
七
巻
本
」の
内
容
と
重
な
る
と
き
に
丸
数
字
を
付
し
て
い
る
。
番
号
は「
片
活
三
本
」で
の
順
番
を
示
し
て
い
る
。
な
お
、「
片
活
三
本
」

内
に
は
、独
自
本
文
が
何
箇
所
か
に
わ
た
っ
て
存
在
す
る
。
丸
番
号
の
な
い
「
第
二
種
七
巻
本
」
は
、「
片
活
三
本
」
に
な
い
叙
述
（
増
広
部
分
）
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第 （（ 門の構成

⑦⑧⑪⑬⑫⑭⑯⑰⑱⑲ ①⑨⑩②⑮④⑤③⑥

片
活
本
の
順
序

　
　

◇
あ
る
人
、
盗
人
に
会
っ
て
逃
げ
る
話

　
　

◇
た
の
も
し
き
人
の
子
、
人
に
盗
ま
れ
て
隣
国
で
奴
婢
と
な
る
話

　
　

◇
弥
陀
を
念
ず
る
行
者
の
話

　
　

◇
弥
陀
如
来
の
救
済
を
明
王
の
車
作
り
に
喩
え
た
話

　
　

◇
法
照
禅
師
の
教
え
の
話

　
　

◇
仏
が
相
人
の
喩
え
を
も
っ
て
説
法
し
た
話

◎
弥
陀
を
称
念
し
て
極
楽
に
往
生
し
た
人
の
例

　
　

◇
三
十
数
名
の
連
記

　
　

◇
讃
岐
国
多
刀
の
郡
の
武
者
源
大
夫
の
話

　
　

◇
神
崎
の
遊
女
と
ね
ぐ
ろ
の
話

　
　

◇
少
し
の
功
徳
で
往
生―

「
大
宝
積
経
」
か
ら
引
用

　
　

◇
十
悪
で
も
一
念
で
も
往
生
で
き
る―

後
中
書
王
の
句
か
ら
引
用

◎
聖
衆
来
迎
と
極
楽
世
界
の
あ
り
さ
ま

　
　

◇
来
迎
の
よ
う
す

　
　

◇
安
楽
国
へ
の
往
生

　
　

◇
安
楽
国
の
あ
り
さ
ま

◎
浄
土
を
願
う
例
証
歌
（
五
首
）

◎
僧
の
退
場

◎
跋
文

◎
弥
陀
を
称
念
し
て
極
楽
を
願
う
（
冒
頭
）

　
　

◇
難
陀
国
の
波
留
離
王
の
話

　
　

◇
跋
陀
和
菩
薩
の
話

　
　

◇
法
照
禅
師
の
話

　
　

◇
薬
師
・
千
手
・
普
賢
・
竜
樹
の
例
話

　
　

◇
弥
陀
称
念
に
よ
る
往
生
極
楽
を
説
く
経
・
論
・
疏
・
往
生
伝
等
の
列
挙

◎
諸
教
所
讃
多
在
弥
陀
、
末
法
万
年
弥
陀
一
教
を
た
の
む
べ
し

　
　

◇
大
国
の
国
王
、
皇
子
の
た
め
金
を
泥
の
中
に
埋
め
て
身
命
を
助
け
た
話

　
　

◇
釈
尊
、
末
法
の
衆
生
の
た
め
、
弥
陀
一
教
の
金
を
泥
の
中
に
埋
め
た
話

　
　

◇
「
末
法
万
年　

余
経
悉
滅　

弥
陀
一
教　

利
物
遍
増
」

　
　

◇
善
導
「
往
生
礼
讃
偈
」
か
ら
要
文
の
引
用

　
　

◇
善
導
「
観
無
量
寿
仏
経
疏
」
か
ら
要
文
の
引
用

◎
専
修
念
仏
の
功
徳

　
　

◇
釈
尊
、
父
の
浄
飯
大
王
に
弥
陀
の
名
号
を
す
す
め
た
話

　
　

◇
念
仏
を
弓
矢
と
琵
琶
に
喩
え
た
話

　
　

◇
念
仏
の
功
徳
を
も
っ
て
極
楽
の
衆
生
に
う
ま
る
べ
し

　
　

◇
念
仏
を
武
者
の
腰
刀
に
喩
え
た
話

　
　

◇
観
無
量
寿
経
「
一
定
極
楽
に
む
ま
る
べ
き
は
念
仏
な
り
」

◎
阿
弥
陀
の
三
字

　
　

◇
阿
弥
陀
の
功
徳
を
「
維
摩
経
」
よ
り
引
用

　
　

◇
宇
治
殿
（
頼
通
）
に
極
楽
往
生
の
要
文
を
奏
す
る
話

　
　

◇
恵
心
僧
都
の
「
往
生
要
集
」
を
ま
も
る
べ
し

　
　

◇
「
光
明
遍
照
十
方
世
界　

念
仏
衆
生
摂
取
不
捨
」
の
話

　
　

◇
永
観
「
往
生
講
式
」
か
ら
の
要
文
の
引
用

◎
「
易
往
無
人
」・
弥
陀
を
称
念
し
て
極
楽
を
願
う
べ
し

　
　

◇
阿
弥
陀
如
来
、
善
導
和
尚
に
物
語
す
る
話

第
二
種
七
巻
本
（
吉
川
本
）　　
　
　
　
　
　

一
五




